
精神障害著保儀欄胤手嶋の専  会孤椚壬において手嶋等級判  
組判定についての全孤的な璃  走の「豊■jが明となり、その  
壬研究を始めて行い、その緒よ  r羊肉Jについて分析した摘果、  
等級判建における「葦員」及び  
「葦其の生じる手田」について分   

精神陣書手保t  平成  平成  障害保健   析した。手嶋制度の僧職性・公  し、陣書の程度に関しては間鴨  れ、判定の信頼性との1点から  分に盛り込み、厘静生活機能分  生面機能分類（i¢戸）に準拠した   

のあり方に関する  16 白澤 美謄  
研究   5）  研究  暮に盛り込むべき什租を整理   

し、試案として「研究班版診断書  
（羊）を作成し、王に、書■的な  る「新たな評価方法jの確立が  
書董判定が可能となる一次元  必事であり、それが手繰制度の  
価尺度を用いた評価方法につ  慣嬢性・公平性を担保することと  
いて機討を加えた．   を行った．   なることを明にした．   

本研究の戚よは、精神保t積  

精神科痛快、精神科診療所、オ  
祉対策本部「精神保tⅦ牡の改  

厚生労働省精神良書禰牡誹が  
暮に向けたす橡の対策の方  
向」、庫生労働省陣書保t‡I牡  

轟年行っている椚壬に研究面よ  ンが示されたが、改暮の進捗状  
り関与し、精神良tⅦ祉の現況 と施策効果をモニタリングし 
、総 含的に評価していく暮慮を曇■  
した 

精神病院・社会復 嶋施設事の実態  平成  平成  障害保健  ■ト   
竹■ 正       。また、拝神保ヰ医■福祉  

供に関する研究   簾橿祉体系の再嶋の速成目標」 として示された平均 
残存率、追 事を速成ことと 

快する、10年間 で丁万床のの  
約相当ホ床畿減少 促すことの当性  

を妥を横柾する  正する省令j、年生労t省告示 r医療法第三十条の三第二璃事  
ことに書与した。   から■神医■の透明性の向上  三号に規定する精神病床に掛  

に書写した．   
かる基準ホ床蠍の算走に使用  
する数値専」に活用された。   

全圃の鳥取W係看に呼びかけ、  
日本欄祉文化学会仙台セミナー  

神童対■となった施設で実態爛  （2004年8月2¢日）、2…年度厚  

壬を行うにあたり、生活体♯を っ 
地域移行先遭3施設専の実態 に 

障害保健   椚董を暮、5件の慣事故文を  

8  3   

障曹有本人支援  平成 15（200  平成 け（200    河千田 博  縫社会橿牡牛』に採用 
から轟く評価された。   施股との書見交攫を行い、研究  勢のW係雪が来場し、活発な景  

糟集の対■施設への還元を  丸文換がなされた。また、施設  
四った。   いくことが必手である。   長会議（2004年8月10日）零多く  

の矧こ■時として招かれ、研究  
成果lこついて≠昔をした。  



本研欄により、利用書の心理的  
側面からⅧ社用員の効果を書  

t的に評価しうる手法を開発す   

本研究で開発した橿社用入の  本研究でス 

福祉用長の心理  
的効果測定手法   ¢  3  ○  0  27  4  0  ○  2  
の開発   4）  5）  コ 

を行った。モの結集、書い慣≠   

性を支持する緒1を♯ることが できた。今回開発したスケール  おり橿祉用1に関わる書門鶴   的なインパクトは非≠に大きい。   

は、国粋比較を行うためのプラツ  
トフォームとなる。   に役立つものである。   

1）ムコ多牡症角慎混濁の遺伝  
り角鵬で初めて几断的遺伝子・ の性示した2  

細胞治膚有用を）  
ヰ雛なれ遣を持つ■で絶★特  
■的遺伝子治療法を蘭発した。  
3）正♯職圧緑内陣のモデルマ  

ウスを初めて作成した．4）職形  職形成遺伝子の研究、ことにT  
眼疾鳥に対する遺  平成  平成  感覚器陣   成に問わる遺伝子システムの－  
伝子・細胞治欄に  

新たな治■技術により、複文庫   斑形成の遺伝子システムは、し   
東 範行  5  102  39  3  52  柑  【    12  

関する研究  ほ（200 3）  17（200 5）  害研究  4）敗形成、視細胞分化に闘わ  

柵わる遺伝子システムの－鴫を 解明した．8）ES細胞における榊  
スコミに探りあげられた。   

経細胞分化誘導機序の－埠を  
♯明した。7）形態形成遺伝子導  
入で初めて完全なホ慎を作成し  

た。   
れ♯は、れ麟色素変性などの■  
慎移穐に応用可能。  

本研究で．嚢1によりPr●i也lの  良存配列であるGTSRHやSTAS  

遺伝子工学的手法を用いた研  ドメインへの鷺■により恥8th  

究により．Pro＄tレlのN末ヰ細胞  
内斗墳．STASドメイン及び  

嶋年内の外有毛  ¢Onけ○‖こよって分♯された．手  

細胞に発現するタ  GTSRH配列が機能に不可欠で あること．またこれらの部位に丈  
■が加わるとPr●与tレlが受ける砧  

が明らかになった．さらに．0柑2  ンバク賀モータPro stinの活性部位の  平成 15（200  平成 け（200  感覚器障  和田 亡        捧飾の／くターンが嚢化すること  

に 究：Pro或in改たに  

よる感書難書とそ  とC引引よジスルフィド輪台を作 らないこと及びM122をHこ．また  
の治点戦l格   はM225をQに変異させると  

Pr●琴thの機能が上井することが  

示増された．   
られた緒よは上記のような遺伝  
子嚢鼻によるホ気の治ホ法研  ているP●∩かod虚犠詳の治療法  

究の基礎となると考えられる．   肌矧こも有益である．   



傷ホ事により失明した視★陣書  
児・書の社会復州のための教  

3Dサウンド技術を用いた視薫  膏・リハビリテーションにおい  
陣書手用訓練システムとしては  て、視井陣書により失われた空  
初めて、反射と遮音による陣書  間総知機能を代替するために、  
物知1の再現を可能にした。馴  職責空間認知を獲得する訓練を  
拙生に糠センサを叢書させるこ  行うことば、視鷺陣書著の歩行  

3Dサウンドを利用   とにより、仮想1填でのウオーク   能力・生活能力の獲得のために  ’●複文ヰ書手向けシステム 鴫   

平成  平成  感覚器障  蘭 書－  該当なし  必書不可欠なものであり、娩暮  tで空Ⅶ認知、日刊工業折   

害研究  墳を独自のXMLで記述すること  会壇帰への短期間化が期待で  l  3    0  6  B  l  0  ○   
3）  5）  により、歩行訓練士が簡■に凱  軽減・複文陣書書の社会蓼加の  

檎環墳を■集できるようにした  促進及びQOしの向上のために  
にの技術は特許出■中）。SPR  不可欠である。書鷺空間誌知訓  
によるストレス評価実♯によつ  繍の方法姐の確立は、陣書の  
て、本勧l線システムのストレス軽  軽減・視鷺陣書手の社会●加の  
よ効よを確紘した。   持できる．  促遭及びQOしの向上を目指す  

厚生芳■省の政策に正に台数  
した成集である。   

発達期のせ鷺晋躊に間する脳  
の可塑性は新生児職責スクリー  
ニングによる早期発見早期教書  
の精巣、2■よりもIi、l■より  
も○義の方が豊かであることを明  
らかにした。すなわち、00′－  NHKの立花鐘氏司会のN川（ス  

新生児鳴先スク  100dBの蔦度撫養児を○■、1  ベシヤルーサイボーグ技術が人  
▲、2■の発見年鱒に分け、輔   新生児職責スクリーニングを全    ＃を交える」（平成り年11月5日   

リーニングと精密  平成  平成  感覚器障  加我∴君孝  2  3  0  0  l    0  0  ○   
5）  引   価して初めて判明した．人工内  らかとなった．   けた少年がバイオリンを弾くとこ  

跡研究  耳の手術を受けた札嗜児につ  ろが紹介され大きな反響があっ  
いても、早期に補也下の教書を  た。   
受けた壌合の方が書括性旧も  
≠青もより良い精巣であり、発  
蓮期の脳の可塑性を考慮するこ  
とが今枚必事であることが明ら  
か′なっト＿   

本研究はわが国における飲食  
に起因する経口懸巣虚の畿書  
推計の精密化を主な目的とし、  新興・再■感染症研究推遭事業  
レセプトを用いる方法故の桟肘  により、台湾孤立衛生研究枕臣  
を行い、凪保における通＃のレ  ■良書政策学部の捨覆哲  
セプトデータによる統計は膿管  （Shih広一山rT肌l）教授を沼へい  

わが国における飲  
感染症の匿■費および診療実  し、斬れ・再■感染症発生時の  

食に紀田する軽口  平成  平成  新興・再興   日数を実暢の2分の1以下の水  危機t理における国幹協力の  

谷原 真一          離縁度まで過小評価している可   特l己事項なし  
あり方に闇して主任・分担研究   

l  4  l    2  0  0    l   計の精密化に閲す  脆性を示した。全ての傷病名を  

る研究   
用いたデータベースとの比較機  一部は平成1¢年12月7日に東京  

討を行った上で、感染症サーベ  医学会第2352回■会  

イランス嶋告数の月間ま勤をキ  ：二Ll●：■■●  

慮した上である■の孤保全件の  ulOH●8肘1Cri軸M■∩轟帥mOnt  

平成l¢年10月－1丁年9月の医■  ofSARSOu也roakさ」として公明  
宋総♯にー膿t感染症」が占め  された。  
る割合は0．74－2．281と推計され  
た。   を示した。  



発生動向讃査の対t疾患につ いて、疾患流行レベル、全圃t  
研究班の成果から、厚生労≠雀  

ルエンザの地礫伝樽状況を明ら  
緒梯感染症株による「発生動向  

効果的な感染症発  
生動向れ壬のため   平鹿  

虚数推計など、感染症流行の疫 学的指標を開発した。また 

の圃及び■の莞   15（200  平成 】丁（200  新興・再興 感染症覇  谷口 清州     、そ れらの疫学的状況を♯附するこ   
の 法論の開発に闇す  

特書についての知見を得た。ま   

る研究   アルゴリズム、あるいは空間的 伝檀モデルの開発により、勤よ  ステムと全圃版のデータ攫供シ  
的な対策方針の樹立のための  

ベイランスの試行を行った。   
ステムを蘭発し、実際の運用を  

責料とした   行った．   

小児敷島部門の医師やインフル  

インフルエンザ脳症の集塵のメ カニズムをほぼ明らかにした。  嶋告症例の♯析及び■敷から、   エンザ脳症親の会の代薇などに   
つ   

は、ウイルスが脳で増偏して起  ション，ケリーフケアについて有  応・鯵断・治■・リハビリテーシヨ   

本庄の知繍のt及に努力し、ま  ンフルエンザ脳症の特徽などに       きるのではなく、感染を引き金と  効な対処法を檎射した。治■法  ン・ケリーフケアの各項月を含ん  たリハビリテーション・ケリーフケ  ついてメディアにコメントを加え  
してサイトカインストーム及び血  はサイトカインストームや  だーインフルエンザ脳症ガイドラ  アのあり方について研究班の中  た。また、インフルエンザ脳症ガ  

インフルエンザ脳   t内皮細胞の陣書が生じ、全身  t叩tO拍盾抑制する治■法の  イン」を平成け年‖月30日に作  で附さlを続けた．特にインフル  イドライン公薮時にはその内容   
平成  平成  新興・再興   の練麟撫で叩叩tO痛が並行す  機肘を行った。早期ステロイドバ  成し、公表した。書及にあたって  エンザ瞳仕儀の会との也汁を続  や暮■についてNHKや各全囲   

轟■ 憶ヰ  
究  ．   

闇する研究  槽圭¶の遺伝的手臼（遺伝子事  らをガイドラインとしてまとめた．  た、国立感染症研究所感染症  めた これらの努力は各方面の  究班と親の会との共催でー市民  
型の存在）に起記することが、  従来、約309もであった致命率が  什嶋センターや岡山大学小児科  メディアに取り上けられ、■に臨  公開フォーラム」が横浜市にお  
SNP＄解析の緒兼から示唆され  lO・－15％に低下しつつあり、後  などガイドラインの内容をホーム  床研究の成1を公開する以上  いて開儀され、事数の市民の●  
た。感染症のt虚化について、  遭虚■く風廿する症例もーtに  ページに掲載し、学会払にも穐  の庇よがあったと思われる。ガ  加があった。また、このフォーラ  
モれに関与するSNPoが明らか  増加するなど暮竃であった本虚  厳した。平成lト18年シーズン  イドラインにより予後が故事され  ムの状況がメディア（NHKや新潮  
になったのは極めて暮事な知見  
と思われる．   現場で広く用いられている。   

2004年の初呵にアジア地ヰで  
インフルエンザ／くンデミック発生  インフルエンザバンデミック発生  
時には、ワクチンはt鷹櫨書を   
低減させるのに1も需用であ  鋤よが期待できないことから、  前対策計画」や「インフルエンザ  ランス、公衆衛生学的介入、抗  ♯主幹断の技術協力を実施し  
る。／くンデミックを引き起こす可  新規のワクチン開発が爪静的に  ／くンデミック事前対策計囁用  ウイルス刑、ワクチンについて  た。また、2004年1月には園内で  
脆性のtいウイルスは、そのま  も急務になっている。そこで新型  チェックリスト」の策定に参画す  行動計画作成のための暮礎的  乃年ぶりに発生した古癖原性▲  

インフルエンザバ  
まではウイルスを増殖させるの  インフルエンザ対応ワクチン株  るとともに、翻訳しⅧ内の「新型  な間欄点について捜肘し、「斬  インフルエンザA／H5Nl、さらに  

ンデモックに対する  平成  平成  新興・再興   に使用する集書鶏卵を致死させ  

栃村 兼之  
究  

究  
に嚢書をヰ入してワクチン製造  クチン製造所と協力して椎遺し、  ンザ対策の圃際会比にも鬱加し  7年11月）などのホ型インフル  感染書発生に償えた。さらに発  
株を作＃する必辛があり、従来  WHOを中心とした孤静的なワク  て、世界規填での対策立辛に責  エンザ対策の基本方針や行動  生した■インフルエンザによるヒ  
使用されていた方法ではヒトに  チン開発協力のネットワークと連  献するとともに、園内対附こつ  針i立＃のために基礎★料を  トへの感染リスクがどの程度あ  
使用するためのワクチン株とし  携して早期の新型インフルエン  いて皿線的に丑合性のとれた対  作成、捷供し新型インフルエン  るのか血清学的講壬を実施し、  
ては1さなかったが、新しい方  ザ対応ワクチンの肌矧こ千♯し  簑・行動計画策走を進めるため  ザ対策美本方針策定の協力支  ヒトへの感染の可能性があるこ  
法を開発してヒトヘの使用を可  穣を行った。   とを明らかにし、マスコミに大きく  
能にした。   を義めている。   取り上げられた。  



新興特入蠣虫感染症としての  
●入食材の書生蠣鹿汚染を藍  

幼線虫移行虚のヒトでの病態を  
反映する動物モデルを確立した  
こと、蠣虫感染症の宿主防御免  
痩とその兼任遭億子の発現動  

態を♯明したこと、位血吸虫虚  

■入鱗虫性疾患  平成  平成  新興・再興   のホ態♯餅因子としてのCIUP   

太田 伸生  
究  

のP¢R 立し、従来の診断法で柵擢でき  
なかった感染早期の診断にも利  
用可能であることを明らかにし  
たこと、Ⅳ内に定着した広★住  

で協力を呼びかけている佃別虚  
血線虫の首ホ爬での分布状況 について明らかにしたこと 

、な  
ど．   ことなど．   

例数、感染地域、ヰ床的晦欄庵  
ど）把墟の方法となりうる。   

圏内の多施穀の蓼加を得て藁  
刑耐性薗の発生やそれによる  
腰染虚の発生動向を監視する、  本研究Ⅶの支積により実施され  

薬剤耐性膚の発  平成  平成  新興・再興   ている坑内霹染対策サーベイラ  
庫生労働省の「恍内腰染対策   

荒川 宣観  
に、をした糠牡 薗、腸内細菌などの出琉と蔓延  討が行われ、ホームページに公  

にも肇戒と対策が必事である事  間された。   た。   

黒を上げる事ができた．  が明らかとなった。   

醗内野染の事例を臨床疫学お  
よび起因菌の分子疫学解頓に  開発したr扶内懐染防止手蠣－  

MRSAは、分子疫学解析により  直ぐ実践できる」を他の研究で  
加味内に定着し懸巣を起しやす  開発した感染制¶に間するエビ  

いクローンを、★暮璧ホ練で事 椚耐性のMRSA 

、未熟児真での  孤立国幹医ホセンターのホーム  

鏡内感染の発症リ  消暮刑耐性遺伝子叩GA、緒棟  
ホ柵でR粘ー叩kh耐性遺伝子  

スクの評価及び効  平成  平成  新興・再興  暮辻 忠僕  3      ○  2   
ムの開発に間する  
研究   保有薗など、環墳特1のMRSA  

を柾明した。ベトナムのSAR＄の  的に履き、回答を眞ぐに無償で  
感染疫学数理モデルでれ沫感  
染の柾明し、また暮症化に闘わ  の痛快からの賞問が多く、書門  
る相生の遺伝因子ACEl．OASl，  書のいないホl利こ事く利用され  

MxAを明らかにした。   を刊行し、手たホームページに  ている．波があるが、月平均20  

穐粧し、経でも利用出来るよう  の貰間が来る。   
書及さ廿ている．   
リアルタイムRT－PCRによるノロ  

ジェノグループlで6株、ジェノグ  
ループIrで20株、合計26株の抗  

新興・再興   闘および抗血清を作製し、抗原  

49  19    47  18  0  2  ○   景品由来のウイル  平成  平成    武田 直和  
3）   析で行なわれてきた遺伝学的養  

員との比較が可能となり．分蠣  耳った。  
学上の暮ヰが確立できた。   

なった。   



レフトスビラ、回帰熱ボレリア、ラ  
イム病ボレリア、野兎病菌、ベス  

諷印回日本細薗学会闇暮支部  

ト薗、紅比熱群リケッチア、エー  
会サテライトシンポジウム  

リキア・アナプラズマ、鷲壕熟を  
含む／くルトネラ■細菌の野生焦  

回I■熱、レフトスピ  
Con廿01の麟釈、ヒトのレプトスビ  

薗勤犠、媒介節足動物の全圃  
ラ響の希少輸入細  平成  平成  新興・再興   的アクティブサーベイランスを実   

断法の様立に閲す  
増澤 俊幸  

る研究   
成、蓼考株憂♯、同定・痍出  
法・診断法の開発・改良・簡便  
化、新規広壮予鴨ワクチンの抗 屑、診断抗原の開発、●入軸物  
のホ博体保有実態の解明と圃  

腋港湾、空港区域の侵入監視  
外からの侵入があることが報遭  

体制の確立を行った。   特笈に成功した。   
された。   

ワクチン開発において、らい薗  
bい予l防凍溌止昆l騨、l■王万tl  
省による新規息手綱暮は廃止さ  

壬白、MMPll、bK事が銚横坑  
碍であることを同覆し、その免疫   
応答狭礪には、自然免疫分子  キノロン系を中心とした10触檀  づいて治療されている。しかし、  は、公衰文♯の機素によりホ規  としては、「インターフェロンγ  

ハンセン病の早期   TしR－2の蘭与零様々な♯析を  の藁刑を用いhvむ○およびh  MDT3薬剤のうち2藁刑にに対  患者の発生動向を仇壬・解析を  （lFNγ）他生廉性に使わるIL－   

平成 15（200  平成 1丁（20D  新興・再興 症   行った。また、らい薗型別に利  vivoにおける抗らい薗活性の♯  し多くの耐性薗の報告がなさ  行い、その縛臭、新規虚著は華  12Rプロモータ領域の多髪とそ   
用できる新規遺伝子事型の機  肘を行った．その緒よ、4穐の斬  れ、さらにモの対策薬剤OFUくに  間10名前後、在日外匪人がそ  の檎出方法」の特許職場申ホを   

感染研  向井 徹  
莞及び発症状況  3）  5）  究  したらい薗の分子疫学解析を行  強い抗らい膏活性を認め、ま  る。そのためOFLX耐性菌の集  患著の増加が予測された。ま  る暮礎・臨床・社会臣事讐総合   

把櫻に閲する研究  い、これまでの感染∬以外の腰  た、化学♯道と抗らい薗活性の  圭を防止するため、耐性症例の  た、ハンセンホ■暮断における  的に、わが圃当職分野をリード  
染∬の存在を示唆した。これら  相㈹を示した。これらの成稟は、  鶴暮を行い「ニューキノロン使用  入所書の轟ポ化に伴う新たな介  する形に莞覆し、さらに四散協  
成果は、感染免疫学に蘭する雛  
縫や臨床撫生物学に関する雛  ヰ的な測量、データの採囁を行  
払に掲載され反響を得た。   い、今後その活用が期待され  

1L   

クリフトスポリジウムの汚染瀾  
として、ヒトや身近な勧鞠が棲め  

クリプトスポリジウ   
て暮fであることがわかった。ま  行われた「水遭水中のクリプトス  

ム利こよる水系感  
た水遭水濃河川におけるクリ   

染症に係わる健鷹  
ポリジウム暫定対策指針」の全   

平成  平成  新興・再興   濃度レベルは 障雨の他 暮奮  、に r水遭におけるクリプトスポリジ  して、より正確なリスク絆価が可  シーケンス法を開発した。水遭   

施設からの負荷により大きく賓   国包 書－  2  

（クリプトスポリジ  3）  5）  究  

ウム住専感染リス  
クの評価手法の稚  

ており 近日中に開かれる匿生  ウムの集団感染対策、汚染肪  ジウム穫や遺伝子型を弁別した           勤することが示された さらに  かとなった．また、ヒトから分■し  科学書暑■会生活環墳水遭部会  止事に向けた正視体制の確立・  のは我が閲では初めてであり、        クリフトスポリジウムの感染リス  たジアルジア17株は、川蛛が人  こおいて新指針（豪）が書譲さ  曇儀に丁航することができた。  クリフトポリジウム穫や遺伝子        クを評価するにあたっては 穐  暮共通感染性のA名80mbl叩●A－  れる予定である 
立に蘭する研究）  や遺伝子型を考慮して絆せする  ．この見直しと  （4）クリフトスポリジウム穫や遺  型を考慮した感染リスク評価が  

新指針（豪）の策定にあたって、  
ことが暮暮であることが明らかと  
なった．   株が人竃共通感染性の  糾として活用されている。   

A88即止血■OBであった。  



都市部での蚊の発生状況加重  
から媒介蚊の種類が絞られ、発  
生濃も明らかとなった。アカイエ  
カ穫鮮の吸血凛動物の♯析は  

（1）都市部ではアカイエカ穫群と  
ヒトスジシマカが051以上を占  

有、（2）約33．∞0個体の相集蚊  

り朝日新蘭（夕刊）2004年4月3  
日「人も▲も刺す蚊 日本の宅  
地にもJ2）♯日新W（夕刊）  2抑3年厚生労≠科竿研究費礪  からウイルスの検出  l■一‾一′l′■■′、▼′■l六l一■′■■G  

l数台「繁足動物媒介性ウイルス  

行ったがWNVは陰性、（3）Il市 都の軟からJEVの遺伝子を檎出  
したこと、く4）アカイエカから新規  

感染症媒介ベク タ フラビウイルスを分■し、全塩基   

ーの実態、生息   の分子同確し、吸滞 勧犠の分子分類履行った、（8）  

アカイエカ檀絆のコロニーでビレ  に配布した。その後、く財団法  

スロイド系殺虫一郎こ対する抵抗  
人）日本沈積衛生センターから  

性を碓絶し、分子廿れを♯明し  
出版され、地方自治欄欄の媒介  

た、（丁）野生のイノシシが抗日本  
蚊爛王事に利用されている．   

脳炎抗体を書することを確捜し  地衛研との濃薇体制もある程度  

たこと。   
書ヰされ、共同研究が一部行わ  
れるようになった．   

1冨井攣】lこl事！F自社）■の■8司岡  

由来感染症の膚贋休が存在し、  研究、爛董の緒よ、広くホ遭府  
わが圃ではこれに対して感染症  
法によって青書・食品由来感染  ■担当著、保t所、医師、獣医 師 
症や、●入動物による新■感染 症の持ち込み 
、圃内野生動物事 由来感染の監視体制の立   

愛玩動物の衛生  平成  平成  新興・再興   確な   

方、イヌ、ネコ、エキゾチックべッ  神山 憶夫          t玩動物由来腰染症の診断法 零の開発lこ間する研究では、イ ヌ・ネコ唆tを原因とする懸巣、 イヌブルセラ症、カブノサイトフア    、ならびにt玩動物飼青書に 対して、兼玩軸物の衛生的な飼 事t理を呼びかけるためのガイ ドラインを刊行する必手性が考  わが皿には牡十～百程度の 動物由来腰染虚が存在し、その 多くは愛玩動物を■贋集・感染 ∬としている。現在わが圃では ＝千数百万偶ものイヌやネコを はじめとし、多種事樽の費玩動  圃立需染症研究所学友会シン  ⊂  ¢  53  0    0    0   
る研究   3）   トなどの牽玩動物が原因となる  

て対策は十分ではなかった。  感染に対しては、これらに比べ  本研究では 
、発現軸物由来感 症にしてがでの  

染間わ聞実態ホ  
た。   

由来感染症の実妙調査と迅速  
暮ならびに診断法書の開発を  診断法の開発を行った。   
，与一1Jゝ   

く1、ポリオ〉現在日本には野外  
ポリオウイルスは存在せす、全  
てワクチン型のポリオであること  本研究の成果により麻疹ワクチ  

く1．ポリオ〉ポリオの抗体価が  
書櫨に維持されているところか  

ンは2006年度より2回練種法と 改打され、日本からの麻疹根絶  
ポリオ及び麻疹の   新興・再興   が期待されるまた不活性ポ   

平成  平成    加簾 達夫    ら現行のポリオ予防樺牡法は  ○  5  l  0  7  l    0  0   
疹〉現行の麻疹抗体剤走應は  リワチンの るに至った。この静練穐時期を  

穫の効果に附する 研究  15（2∝） 3）  17（200 5）   

どの方法を選択するのが妥当で  
勧業して、DPT3混ワクチンと混  

あるかの襖肘が加えられた。   合した4事1混合ワクチンとして聞  

考慮すれば、現行の麻疹ウクチ  発が進められる。   
ン行政は文王する必暮があると  
考えられる。  



「マラリア予防ガイドラインJや  次の各戚虞雇収めた。1）国内  
藁刑耐性マラリアの克服は、世  
界でtも大きな課員となってい  充実による政策臣♯「圧I静的感  
るが、新規藁刑の肌矧こ加わる  
本研究では、デヒドロアルテミシ  
ニンとピベラキンの含刑の有効  
性を、タイの熱帯熱マラリア息著  

マラリアの感染予  平成  平成  新興・再興   1印人の＝量書換法で旺明し、   

狩野 兼之  3）  5）  究  ン8とグリオトキシンの2刑）の応  虚化阻止による医療焚の削減と  
用で、藁刑耐性マラリア隕虫の  
増殖阻書に有効性が騨應でき、 成よはb 

叩P▲r■8k01の雛馳に穐  
鼓された．いすれもマラリアの臣  ラリア流行対策への圃際1獣、  

■に直轄した社会的書暮の1 い研究成果と考えられる 

．   突発的流行の行政的リスクt礫  
のへの1献。   

呼吸書系細菌感染症のうち．特  
に乳幼児．掌tにt島中の書い  
百日痍薗．ジフテリア書．肺炎マ イコプラズマ 

．インフルエンザ甘  
の札床株を収暮し．t斬の分子  斬れ・再■せ巣鷹研究事嘉にふ  

系を確立した．マクロライド耐性  さわしく．非★に稀にしか分■・  

百日咳薗、ジブチ  生物学的手法を駆使してこれら の析と什  襖出できない百日咳薗やジフテ  
新興・再興  収■薗株♯農事≠を ♯析し．わが凪におけるこれら  

マイコプラズマに感染した患著  を得ながら収轟し．解析した分  リア菌、マイコプラ ズマ雫の臨床分欄 菌の収集と分子疫  平成 15ほ00  平成 1丁（ヱ抑   感染症研  佐々木 次雄          ホ原体による感染症の現状把   
学的解析に関する  ＃より■位に有熱期間が遷延し   として凪版予定である．   別．線定遺伝子欠損．零）の椎  

研究   日の 因子であるバータクテン欠■  移は関係研究書虻びに感染症  
株．肺炎マイコプラズマにおい  予防行厳にも役立つものであ  
てはマクロライド耐性菌の分暮  る．   

辛が書まっており．その欠≠理  

由及び耐性機■について♯析  
し．論文にまとめた．   

r性感染症に闇する特定感染症  

l）これまで実態が杷捜できてい かっが国における症犠  予防指針」の改正のための書繍 17 

なたわホ のミジア感染の  会（．6月20日：鶉2国庫生科学 響旛会感染症分科会エイズ・性  
性薯クラ症実額 が明らかになり 
、今後の蔓延防 止策の構築に貢献できる 

。2）咽   

する研究   3）  ち）  究  性感染症の効果  平成  平成  新興・再興  小野寺 昭一  
法を明らかにした。3）性馨ヘル ペス 

、尖圭コンジローマの迅速 で度が書い鯵断法を開発し  
精  

及HlV 感染虚に関するー特定感染症予  

防指針jに墓づく取り組み状況  
た。   のアンケート鵬王滝臭が推論の  

たたき台となった．   



（り／くンコマイシシ性感受任  
（l）18SrRNAメチラーゼによる  

MRSA出現に間する日本発の  
耐性は鶴床上暮手な間鴬で、早  

（1）アミノグリコシド紐高度耐性を  
期発見及び肪榔対策への行政  

賦与する新型のl¢＄正則Aメチ  
暮献大である。（2）新型VdnAブ  

新型の薬剤耐性   ラーゼ遺伝子（r¶l由、l¶托自、  ラスミドはVRE快内感染の急速 のと（〇  主なマスコミ穐載期日新蘭 

【愴C）を発見。（2）∨■nA璧E．  な拡大原因なる）  ：   
平成  平成  新興・再興   f■■G山mより新しい伝達機欄の   山nG8tの反は、 MRSA治療に混乱が生じた間月   

池 永暮  【  89  0    78  21  l  0  0   
使機出法に闇する   伝達性プラス引ヱを発見．（3）β－   についてに、 適切な檎董と治療に干歎した   

研究  フクタム多刑耐性を賦与するメタ  （4）ボロン酸によるβ－ラクタマー  

ローβ－ラクタマーゼ文書件をX  
♯♯進♯析により、モの活性櫨  

ゼ繊出方法は、β・ラクタマーゼ  

構を発見。   没ほ8丘例から分■されたこと  
生産薗の新たな簡便機出方法  

が♯った．このホ査により日本  
で行政貢献大である。（5）VREの  

のVREの実熱が解った。  
実噂濃董は、わが皿のVREの櫓  

鵠株を作ることが可撫である。   

新■・再■感染症研究の書∩青  
からなる妻■会を設け、現在実  
施されている研究については、  

新■再■感染症対策を椎遺す  その研究内容、研究書、研究の  

るための研究を効果的かつ効  成よ専についての中間・■後押  

新興・再■感染症 研究事儀の企画  平成  平成  新興・再興   率的に実施するための企画及  
価を実施し、手た、新たJこおこな  

三宅 t     び評価に関する研究を行い、新  特になし。   特になし。  
われる研究については、排1の  新■再■感染症研究事纂に聞 しては平成17年度の総合科  0  

0    ○      3  
田   し、 研究について、その内容、研究  

研究   かつ円滑な実欄を図ることがで  
きた．また、企画鮮優に必雷奄  

書、期待される成果等について  

情報収暮、讃壬を行った。  
事前騨優を実施し、新■・再興  
腰重症研究事暮の適正かつ円  
汁な実施を図った。また、企画  
評価に必暮な情書収暮、調査を  
行った。   

墓場株釦Iw●ll▲8r●●ndorup  標準化プロトコールでのデータ  
H9812株、及び櫓濃化PFGE♯  の互汝性については、日米Ⅶで  
析プロトコールを各地研に配布  発生したこつの事例、穐t出血  
し、それに益づいて各ブロックで  性大■書Olち7に汚染された冷 一  
精度t理を行った。その結果、  
従来のプロトコール以上の精度  

新興t再興   の高い解析縮よが得られ、各   

士晶由来感染鷹  平成 15（200 田  平成    寺■ 淳．  
5）   会社によるリコールが行われ た 

。このような情報の提供が感 染の拡大租止に有効であるよい 例と考えられる 
の通知（○－爪劇）の他に厚生労  ．   

働行政総合情報システム  使用した♯析結集であれlま、■  

（WtSH）を利用し、付根の共■化  時に関係聞間において比較可  
を行った。   能であることが明らかになった。  



チクングニヤウイルスのホ簡体  

診断法、血清診断法を開発し た。クリミ7・コンゴ出血熱ウイ  
ルスの抜手白横山亡USA洗およ  

ぴT叫MlnPCRによる1感度鯵  

節足動物媒介性  断法を開発した。テンゲウイル スト4型遺伝子検出用丁 
ウイルスに対する  平成  平成  新興卜再興   叫Mln   ーウエストナイルウイルス」のビ   

学及びワクチン聞   3）  5）  究  ■■ t■  

莞1こ関する研究  
した。ウエストナイルウイルス遺 伝子持断法としてRT－しAMP法を  
開発した。2004年のヤップ■の  

された。   

テンゲウイルス†型流行株は、  
3■NCR領域の∨■血blo部位に遭  

伝子欠損があることを発見し  表紙に添付）。   

た。   

竹1汽凧！■発電看でほ、これ事で  
の研究で得られた綺よをもと  
に、その成果を発表してもらい、  
エイズ対賃研究評価妻■である  

研究成よ発表会の開催およぴ  

協力研究書の先生方にご★見  
その緩の本土任研究書がオフ  

と櫻晋をお■いした。これによ  
サーバー鬱加の評価婁■会  

り、研究の出発点、到連投簿と  
は、わが圃のエイズ研究のあり  
方に公正な評価を下すための  

エイズ対策研究事 集の企画と評価に  該当なし  必漬の壌を捷供した。今後の施  0  22  0  2      0  0  

関する研究   ことができた．終了課員、絶概  
誹ヰ、さらに新発足の標題に  

策讐に聞し、班研究で得られた  

あっては、さらに改暮されたと考  
成果をもとに圃に対して積極的  

えられた。さらに研究成よ発表  
な捷吾がなされた．そしてその  

会の直後（平成18年2月22日）  
中から早急に■薫化する必壬  

に開催された評価婁■会の公  
のあるものの抽出も行われた。   

正な評価につなげることが出来  
◆＿   

HLA－851を持った魚雷で、HIV－  

1の増殖抑制に間与している  
CTLを明らかにしたことは、絆価  
されている。AVGは米国での駄  
床試欄（鶉2／3相試牡）でAIDS  2005年1一月3日、4日に虎児■  

点者に対し強力な抗HIV活性を  にて公朋シンポジュウム（白馬  

なし  
シンポジュウム）を開催した2006  0  3  

免疫賦活を応用し た川∨感染症の治  平成  平成  エイズ対  岡†暮－        示したが肝庫書の為に現在犠   
年3月11日に熊本、18日に東京  0  33  29  3  0  0   

究   3）   5）  策研究  ●nr01h叩tは中止されている．し  で成果発表会を公開シンポジュ  
かし、詳細な♯進モデルから抗  ウムの形で聞傭した   
川∨作用に特化した化合畿のデ  
ザインを図る系は今のところ世  
界的に見ても非♯に独自性に  
暮むものと思われる。   するものである．  

HIV－1遺伝子を  
川∨－1のpo】遺伝子を持つ新規の  本研究は基礎研究であり、これ  
川∨－1／SIVキメラウイルス（SHIV）  によリ1体的に新しい薬剤を捷  

示するに至ったわけではない．   
広柑こ持つ新規S  平成  平成  エイズ対  井戸 栄治    がサルに感染することを示した   特になし。   ○  15    0  66  8  0  0  ○   
川∨ル たエイズ治療薬開  点は、これまでにⅧ内外を通じ て甘昔されたことがなく、学術的  

稟である。  
不満がないとは雪えないかもし  

先の研究   に大きな成果である。   れない．  



HlV霹染長期生存著の血清中に  
HIV感染細胞に反応するl■M抗  
体が多iに存在する事を見いだ  
し、その抗∬分子の特定讐を  
行った。その成よをもとに、ヒト  

HlV感染著の末梢血リンパ球初  
代培養oxvivo実麒系において  
広範組の有効性が得られた事  
は主事である。t‡M抗体が示す  

ヒトⅠ書M抗体治ホの書用性が高  
まり、社会的傭tも大きい成よ  
と考えている．IEM抗体の安全で  

安定的な生産技術的な間且が  
IiM抗体を用いた抗日lV活性の  H】∨懲染症の治療  斗り賓  平成  エイズ対  岡田 則子  特有の生物活性を基礎的に輌  ♯決されれば、書床適用への道  特になし。   特になし。  12  9  l  5    2  ○  ○   

生物活性を生かしたkM抗体の  したヒトIgMモノクローナル抗体9  
応用研究の逢事に書写しうる成  Fllクローンなどが有用である  
よである。ヒトhM抗体治療の書  事などを学会発表した緑縄で科  
用性が1まり、学術的書暮も大  手折Ⅶなどに川∨感染症におけ  
きい成よと考えている。   性が高まった．  るIEM抗体の礪用性に闇する記  

事が掲載された。   
ヒト症例を対■にした臨床的蠣  

エイズ脳症の発虚ホ飽lこついて  
HAARTによりエイズ瞬虚を含め  

ウィーン大筆削横側、駒込痍暁  た神経合併虚虐抱えたま手鼻期  
生存する状馳がすでに始まって  

創痍例の解析により、川∨齢炎と 大脳皮1の嚢性ホ態は独立し  
エイズ神経合併虚の実態を椚壬  

て生じており、集虚ホ凱こアスト ロサイトの書書とミクロダリアの  
活性化が関与していることを明  

鋼野と治■法に朋  エイズ脳症の発症  平成  平成  エイズ対  出暮 周二         らかにした．ミクロクリアの活性  能性は新たな視点である．モデ  
ル動物、hvむ○の♯折からは、  
痍備に関与し治療の標的分子と  
して、iNOS、TNF－α、H－3－3蚤  

白、IDO、N－ミリストイル転移酵  と、N●urOAIDS早期発見の■点  

★などがリストアップされ、治■  
からHlV感染書を長期フォロー  

藁の開発の足がかりを得た。   
アップする体制のれ築が必暮で  
あることを捷＃した．   

例に比して看年で  
肝硬賓へと至る現状が確隠され  
た。HCVに対する抗ウイルス療  
法は、HCV■独感染例に比して  

我が圃における川∨・HOV暮複  
HIV・HCV暮糧感染症にⅦする  

感染症の実態が、その頻度、肝 疾患の通行度の両面から把櫨さ  
シンポジウムをはばたきⅧ祉事  
集団とともに、文京大学医学部  

川∨感染症に合併  平成  平成   れた。我が皿におけるHIV・HCV   
する肝疾患に閲す  15（200  17（200  

エイズ対  小池 和彦  
0  12  

る研究   の決走において極めて暮手な  対策の1手性が再認離された。  NHKニュ 
川嶋をもたらしており、感染例の  
予後の改暮への文献が期待さ  て、HlVtHCV■檀感染虚の環  

れる。   ■強化、抗ウイルス■法の栗  
状について、翌日の統充斬蘭職  

行、生体肝移植姶よ実施、零を  
刊に取り上げられた。  

行なった．なお、これらの方策を  

改良しつつ王に押し遣める必事  
轟I▲ふ   




